
第44回ペプチド討論会の開催に向けて

来る１１月７日から９日，第４４
回ペプチド討論会を富山で開催
します。５年以上も前になると
思いますが，北陸でペプチド討
論会を開催しようという話が
出，いくつかの大学で連合して
開催することになりました。そ
こで富山大学の小野慎が現地責
任者ならびにホームページ担当
となり，阪大蛋白研の相本研が
開催に向けた事務をし，さらに
金沢大学の木下英樹先生と北陸
大学の佐倉直樹先生にも組織委
員に参加してもらって開催する
ことになりました。
富山県は教育県として，また

富山市は静かで落ち着いた雰囲
気の住みやすい街として全国的
に知られております。討論会の会場となる富山国際会
議場は市の中心部にあり，サイエンスを語るにふさわ
しい，実に近代的で機能的かつ美しい会議場でありま
す。
日本ペプチド学会の活動の中核をなすものがペプチ

ド討論会であります。第４４回ペプチド討論会では，１）
アミノ酸・ペプチドの化学，２）生理活性ペプチドの単
離・構造決定および合成，３）ペプチド合成の新規な戦
略と方法論，４）ペプチドの構造-機能相関，５）ペプ
チドの医学・薬学的研究，６）ペプチドに関連したケミ
カルバイオロジー，７）ペプチドを用いる材料科学的
研究，８）その他広くペプチド科学に関する研究，を
中心課題として取り上げ，成果の発表や情報交換の場
としての役割を果たしていきたいと考えております。
本年は，第２０回アメリカペプチド討論会が６月２６日

から３０日にモントリオールで開催され，また第４回国
際ペプチド討論会が１０月２１日から２５日までオーストラ
リアのケアンズで開催されることになっております。
これら国際学会に参加された，あるいは参加されよう
としている方も多いと思いますが，国際化時代であれ
ばあるほど，我が国発の斬新な成果の発信が求められ

ることになろうかと思います。そういう意味におい
て，外国からの参加者も含めて日本ペプチド討論会と
しての特色ある切り口の研究発表と討論が展開される
ことを切に願っております。
独自性の展開に少しでも役に立てればと思い，初め

ての試みとして若手研究者自身の企画でミニシンポジ
ウムを討論会の前日に開催することにいたしました。
この会での発表はプロシーディングには載りません
し，できるだけ英語で話しましょうということも要求
されないと思います。これは，実行委員会が場所を用
意し，若手の方々自身が企画して開催するものです。
どのような会が企画されるのか，わたし達は知りませ
ん。「○○○についての新しい試みと悲惨な結末」と
かいうような演題を真剣かつフランクに発表し議論で
きるような，そんな会でも企画していただけたら，将
来すばらしい成果につながるのではないと密かに期待
しております。
また，若手研究者の育成・活性化・自立を願い，今

年も若手ポスター賞を設けることにいたしました。副
賞は富山名物マス寿司を予定しております。また，韓
国ペプチド学会との交流を目的とした代表者２名の講
演を本年も行います。日韓学術交流がより緊密に発展
していくことを願い，韓国ペプチド学会会員に対して
広く参加を呼びかけております。
今年も多くのペプチド研究者が一堂に会して，活発

な発表・討論が展開されますよう願っております。
なお，ペプチド討論会の終了日の翌日の午後，同じ

富山国際会議場で，日本ペプチド学会の主催で，市民
フォーラムを開催することになっております。詳しく
は１４頁の案内のとおりです。
最後になりましたが，第４４回ペプチド討論会を開催

するに当たり，多数の企業から協賛金や広告，あるい
は企業展示への参加という形でご協力をいただきまし
た。詳細は討論会要旨集に記しますが，心よりお礼申
し上げます。
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生理機能を光制御するケージド化合物
―ProblemOrientedResearchを目指そう―

はじめに
我々の研究グループでは，生

きた細胞の生理機能を自在に制
御して解析する方法の開発を目
指して研究をすすめている。本
題に入る前に，研究に臨む姿勢
に関して考えるところを述べて
みたい。
我々が日々従事している実験

系の研究活動のおおまかな流れ
は次のようになる。
「問題設定」→「実験計画の立案」→「実験」→「成果
のまとめ」→「学会・論文発表」
研究成果は「学会・論文発表」の内容によって評価

される。これは，的確な「実験計画」に沿った精緻で
労を厭わない「実験」なくしては成立しない。朝早く
から夜遅くまで，献身的に手を動かして実験すること
が美徳とされる由縁である。しかし，実は，研究の成
否および得られた成果の意義は，「問題設定」の段階
でほぼ決まると考えてよい。すなわち，取り組むべき
課題，解くに値する課題を見つけ出し，解ける形で問
題設定することこそが，その研究の価値を決めるはず
である。ところが，一般に，研究目的を達成するため
の「実験計画」の妥当性，「成果のまとめ」方，あるい
は「実験技術」の巧拙を問われることはあっても，設
定された問題そのものの価値について論ずることは避
ける傾向にある。それは，ある研究テーマについて大
なり小なり研究コミュニティが形成される中で，取り
組む問題を批判することは，そのコミュニティ全体を
批判することに繋がるからとも考えられる。
では，どのような問題を設定して研究に取り組むべ

きであろうか。純粋基礎研究を貫き通すか，あるいは
「役に立つ」を前面に押し出すか。私はどちらにも等
しく価値があると考える。たとえ，今は何の役に立つ
か理解されなくても，科学の本質に関わる部分で価値
のある研究は必ず存在する。ただし，そのような問題

設定は非常に難しく，自らのscienceに自信がなけれ
ばできない。結局私は，自分にとってわかりやすい研
究テーマ，手っ取り早く誰かの役に立つテーマを設定
してしまっている。これまで取り組んできた，ケージ
ド化合物の開発を基盤にした技術開発を通して，異分
野のユーザーを想定しながら（細胞生物学者，基礎医
学・生理学者，発生生物学者，神経科学者など），実際
に使えるもので，しかもその分野にブレークスルーを
起こす化合物（あるいは技術）の開発を夢見ている。
本稿では，我々の研究を中心にして，ケージド化合物
を用いてできることの一端を紹介する。

ケージド化合物とは？
ケージド化合物とは，生理活性分子に光分解性保護

基を導入して，一時的にその活性をマスクした化合物
の総称である。活性をケージ（Cage）に入れたという
意味でケージド（Caged）という言葉を使う。１９７８年
に，KaplanらがATPのγ-リン酸を２-ニトロフェネチ
ルエステルで保護した化合物を合成し，CagedATPと
名付けたのが始まりである１）。細胞内あるいは生物個
体内にあらかじめケージド化合物を導入しておけば，
光照射で細胞機能を制御できるので，生理的条件を再
現して機能未知分子の生細胞内での働きを調べる手法
を提供する２，３）（図１）。

新しいケージド化合物を作るために，選択可能な光
分解性保護基の主なものを表１に示した（構造式中の
XおよびRC（＝O）は生理活性分子をあらわす）。それ
ぞれ特徴があるので，目的に応じて選択する。選択の
際に考慮すべきパラメータには，吸収極大波長
（λmax），モル吸光係数（εmax），光反応の量子収率
（Φ），光反応の反応速度定数（k）等がある。生きた細
胞での使用を考えると，照射する光の波長は３５０nm
以上が望ましい。それより短波長では，内因性クロモ
フォアの励起による細胞傷害が問題になるからであ
る。よって，より長波長光（λmaxで決まる）に高い
モル吸光係数（ε）を持つ光分解性保護基が有利とい
える。また，吸収した光を利用する効率は量子収率
（Φ）であらわされるので，両者の積であるΦεを光反
応効率の指標にすると便利である。これまでに報告さ
れたケージド化合物の大部分は，２-nitrobenzyl-typeで
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表１ ケージド化合物の合成に用いられてきた代表的な光分解性保護基

a.長波長側の吸収極大の波長。表には報告されている化合物の典型的な範囲を示した（以下同じ）。b.モル吸光係数。
c.光反応の量子収率。d.光反応の反応速度定数。e.２光子励起のactioncross-section。かっこ内は励起波長。
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あるが，現時点で最も適用範囲が広く高性能なもの
は，Coumarin-４-ylmethyl-typeである４）。より光反応効
率の高いもの，より長波長光で光分解できるもの，多
光子励起を適用できるものを求めて，新しい光分解性
保護基の開発も継続して行われている５）。続いて，
我々のグループで開発したBhc-ケージド化合物を中
心に，ケージド化合物で細胞機能を光制御した例を紹
介する。

神経伝達を疑似的に再現する
脳の高次機能の解明は国を挙げて取り組むべき課題

である。ここで解決すべき問題のうち，化学者が貢献
できるものは何であろうか。記憶や学習の素過程と考
えられる現象を，神経細胞のネットワークを維持した
ままで解析する方法の提供はその一つである。蛍光や
PETを利用したイメージングもこれに含まれる。神経
伝達物質のケージド化合物を用いると，シナプス間で
の情報伝達を光照射によって擬似的に再現できる。
パッチクランプ法で１個の神経細胞の電流応答を観測
しながらケージドグルタミン酸に光照射すると，機能
しているグルタミン酸受容体の位置を知ることが出来
る。これを利用すると，ラットの脳スライスサンプル
を用いて神経回路をマッピングできる。また，２光子
励起法と組み合わせることでさらに高い空間分解能
で，機能しているグルタミン酸レセプターのマッピン
グが可能になる６，７）。

１個の神経細胞には無数のシナプスが存在する。複
数の入力の場所とタイミングを厳密に規定して解析す
る実験は，ケージド神経伝達物質と光照射の組み合わ
せ以外には考えられない。このような実験を可能にす
るケージド神経伝達物質には，光反応速度定数が大き
いこと，高い光感受性を持つこと（照射光強度を小さ
くできる），および，暗所で高い安定性を持つことが
要求される（光照射前の脱分極が抑えられる）。さら
に，脳スライスのように厚みのあるサンプルの深部で
の刺激が必要なので，多光子励起に高い感受性を持つ

ことが望ましい。図２に挙げたケージド化合物もこれ
らの条件をすべて満たしているわけではない。さらに
高性能な分子を開発する余地は残されている。

遺伝子の機能を光制御する
ゲノムプロジェクトの成果によって，さまざまな生

物の遺伝子の塩基配列が明らかになりつつある。この
情報を基にして，機能未知遺伝子の生理的な条件下で
の働きを調べることが求められている。どの遺伝子が
（What），どの細胞で（Where），いつ（When），しか
も，どれほどの量が発現するかは，厳密に規定されて
いるはずである。よって，遺伝子が本来発現している
場所と時期における機能を調べない限り，本来の機能
を調べたことにはならない。ところが，現在用いられ
ている過剰発現や機能阻害法だけでは，場所と時期を
厳密に規定することは難しい。異分野との融合による
新しい技術開発が望まれているのである。
目的遺伝子の機能発現の時期をコントロールするこ

とが，特に発生の研究では必要とされる。機能発現の
場所（組織または細胞）と時期（発生の時期）を光照
射で制御できるケージド化合物への期待は高い。モデ
ル生物としては，マウス，ゼブラフィッシュ，メダ
カ，線虫，ハエ，ホヤ等が用いられる。外来遺伝子を
発現させる場合，マウス等哺乳動物の場合はDNAを，
ゼブラフィッシュやホヤではRNAを導入する。よっ
て，それぞれDNAあるいはRNAレベルで発現を調節
する方法の開発が必要になる。我々のグループでは，
Bhc-diazo（和光純薬より購入可能）との反応でRNA
をケージド化合物に変換後，ゼブラフィッシュ初期胚
に導入して，任意の遺伝子の時期および細胞特異的な
過剰発現に成功している８）（図３，理研BSIの岡本仁博
士との共同研究）。同様の方法でプラスミドDNAを
ケージド化合物にし，哺乳動物培養細胞内で遺伝子発
現を光制御することもできるようになった（大室純子
博士。投稿準備中）。遺伝子の機能を調節する小分子
（smallmolecules）をケージド化合物に変換して光制
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図１ ケージド化合物に光照射して様々な生理現象を光制御する

図２ ケージドグルタミン酸の構造



御することも可能で，光による遺伝子の発現調節とい
う新たな分野の開拓が期待できる。

おわりに
ケージド化合物の開発をテーマに選んで１０年以上経

過 し た。そ の 縁 で 留 学 し た，U.C.SanDiegoの
RogerY.Tsien教授に，出発前に貰ったメールの次の
一節を常に意識して研究を進めてきたつもりである。
“Wewouldwantsomethingwhichmightactually
workinbrainslices,whichisamorechallenging
goalthansimplyproducingsomethingthatworkin
vitroasachemicalproofofprinciple.”
しかし，わが身を振り返ると，肝心の「問題設定」

に関しては，恥ずかしながらほぼ１００％借り物である。
論文を読んで他人が設定した問題を借用し，よりよい
解き方を考えているに過ぎない。しかも，生物学者の
設定した問題について，化学者が解ける形で設定し直
されたものを拝借している。言わばコピーのコピーで
ある。コピーは絶対にオリジナルを越えることが出来
ない。他の化学者が設定した問題を拝借している限
り，私の研究はBiologyにはなり得ない。Biological
ChemistryであってもChemicalBiologyとは言えない
のである。ここ数年，このような思いを特に強く抱く
ようになった。思ったように研究は進まず，共同研究
頼みの限界も感じている。数年前のこと，理研BSIの
宮脇敦史博士の招きにより，来日したRogerに再び言
われた次の言葉，“Toshi,now,youshouldthinklike
biologists.”の意味を噛みしめつつ，たとえ遠回りに
なったとしても，Biologyとして解くべき問題に挑戦
する勇気を持って進んでいきたいと改めて思ってい
る。
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遺伝子発現の化学的な制御を目指した
人工分子の開発

東北大学多元物質科学研究所
の永次と申します。まず簡単に
自己紹介をさせていただきま
す。私は１９８８年に九州大学薬学
部 兼松顕先生のご指導のもと
天然物合成のテーマで修士を取
得し，城西大学薬学部，助手を
経た後，再び九州大学薬学部の
放射性薬品化学教室の助手とし
て戻り，脳機能マーカーを目指
した放射性薬品の開発というテーマで，インビボサイ
エンスに関する研究を約５年間行いました。学生時代
から有機合成化学をバックグラウンドにして生体にア
プローチする化学に興味をもっていたのですが，生体
はあまりにも複雑で有機化学的に直接生体にアプロー
チする化学を展開するには非常に困難であり，当時の
私の技量・知識ではかなり無理があると痛感しまし
た。ちょうどその頃に，現在も続けております，「遺
伝子発現を化学的に制御する方法論の開発」という
テーマに出会い，核酸化学の分野で研究を始めまし
た。２００３年８月に九州大学大学院薬学研究院，佐々木
茂貴教授の研究室にて助教授に昇進し，２００６年４月よ
り，東北大学多元物質科学研究所 分子機能制御分野
の教授として，赴任いたしました。現在は助教２人，
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図３ ケージドmRNAによる遺伝子の機能発現の光制御
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博士研究員２人，学生４人，という非常に小さな研究
室で研究を行っています。研究室を立ち上げて約１年
あまり，こちらに赴任して始めた研究についてはまだ
結果がまとまっておりませんので，九州大学で行った
研究，及びその結果を基にして現在計画している研究
について述べたいと思います。
遺伝子の異常は様々な病気の原因になることが明ら

かにされてきており（図１），原因遺伝子の発現を選
択的に制御することは，病気の新しい治療法へと発展
するものと期待されています。
私たちは遺伝子発現を化学的に制御する方法とし

て，標的遺伝子に対して選択的に化学反応する分子の
開発を計画しました。遺伝子に対する化学反応は古く
から抗がん剤のメカニズムとして知られています。し
かし選択性がないことから副作用が問題とされていま
す。
私たちは標的遺伝子に対する反応の高い選択性を実

現するために，分子認識概念に基づき反応性分子
（１）を設計し（図２），配列選択性を付与するため
に，設計した反応性分子を組み込んだオリゴヌクレオ
チドDNAを用いることにしました。
さらに細胞内で選択的な化学反応を実現するには，

標的の近傍でのみ高い反応性分子が誘起されることが
必要とされます。そこで，標的に対する２本鎖形成に
より活性化され，選択的なアルキル化反応を誘導する
人工機能性核酸を設計しました。
これらの一連の化学反応は試験管内で効率よく進行

し，人工機能性核酸の相補的な位置にあるシトシンに
対してのみ選択的に反応することを明らかにしまし
た１）。オリゴDNAは細胞透過性が低くまた細胞中では
不安定であることから，細胞に適用するには，適切な
ドラッグデリバリーシステム（DDS）が必要とされま
す。そこで，東大の片岡先生，筑波大・長崎先生が開
発されたPEG化オリゴDNAとポリカチオンとで形成

されるPICミセルを用いたDDS２）に人工機能性核酸を
搭載することで，細胞内における化学反応の進行につ
いて検討しました。
その結果，天然型のみからなるオリゴDNAに比べ，

人工機能性核酸を含むオリゴDNAは効率よく蛋白質
発現を阻害することから，細胞内でも図３に示す一連
の反応が進行し標的遺伝子に対し，アルキル化反応が
進行していることが示唆されました（図４）。
以上のように，私は１本鎖の標的に対して，２本鎖

を形成することで高い反応性を示す新規人工機能性核
酸の開発に成功しました。この反応は細胞内でも選択
的に進行することが示唆されており，非常に興味深い
と考えています。
現在この一連の反応の応用として，遺伝子配列特異

的な薬物放出システムへの展開を検討しています。こ
のシステムでは図３に示した反応を応用し，スルフィ
ド官能基として薬物を結合したオリゴDNAを用いる
ことで，異常となった遺伝子に対する配列特異的な２
本鎖形成により，機能性オリゴDNAが活性化され，
標的蛋白質を阻害する薬剤を放出し，蛋白質レベル及
び遺伝子レベルにおける同時阻害が可能になると期待
されます（図５）。さらにオリゴDNAに結合している
時には不活性な薬物を用いることで，標的遺伝子があ
る時にのみに放出された薬物が活性をもつことから，
高い選択性を達成できると考えられます。
まずこのシステムが細胞内で機能するかどうかを調

べる目的でハイブリダイゼーションにより活性化され
る反応の進行を蛍光の増大で確認できるシステムを検
討しました。
その結果，図６に示すようなFRETを応用したダブ
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図２ シトシンアミノ基との効率的な反応を期待した
２-アミノ-６-ビニルプリン誘導体のデザイン

図１ 遺伝子発現の流れと病気の原因

図３ ２本鎖DNA内での自動活性化概念

図４ 細胞内での反応進行を示す効率的アンチセンス
効果



ル標識オリゴDNAを用いることで，配列特異的に蛍
光が増大するシステムを構築することに成功しまし
た３）。現在，細胞内におけるこれらのシステムの機能
を検討中です。
最後に，現在進行中の研究について少し述べたいと

思います。前記した人工機能性核酸の新しい展開とし
て，標的を２本鎖DNAに拡大するために，２本鎖DNA
にインベージョン（挿入）することが知られているペ
プチド核酸（PNA）への人工機能性核酸の組み込みを
検討中です。さらに１の構造を基本にした第２世代の
人工機能性核酸として新たに，グアニンを標的とした
クロスリンク剤を設計し，現在その合成を検討中で
す。また，最近，遺伝子発現において，遺伝子の配列
だけではなくその高次構造が重要な働きをもつことが
明らかにされてきています。しかしこれらの高次構造
を認識する分子を論理的に分子設計するのは，非常に
困難であると考えられます。そこで私はペプチドライ
ブラリーと２本鎖DNAに対して結合する低分子を用
い，DNAを鋳型とするクリックケミストリーを利用
した，細胞内における新規DNA高次構造認識分子を
検索する方法論の開発を計画しています。現在，その
予備検討として，２本鎖DNAのマイナーグルーブに結
合することが知られているペプチドとインターカレー
ターを用いて，２本鎖DNAを鋳型とするクリックケミ
ストリーが進行することを確認することができまし
た。さらに詳細について検討中です。
以上のように私は遺伝子発現の化学的な制御を目指

して研究を行ってきました。これからもこの課題を目

標に核酸化学だけではなく，DNAに対する認識分子
として非常に多くの可能性を持つペプチドを用いた研
究も進めていきたいと思っております。

参考文献
１）Kawasaki,T.;Nagatsugi,F.;AliM.M.;Maeda,M.;
Sugiyama,K.;Hori,K.andSasaki,S.J.Org.Chem.

２００５,７０,１４-２３.;Nagatsugi,F.;Kawasaki,T.;Usui,D.;
Maeda,M.;Sasaki,S.J.Am.Chem.Soc.１９９９,１２１,
６７５３-４.

２）Oishi,M.;Nagatsugi,F.;Sasaki,S.;Nagasaki,Y.;Katao-
ka,K.ChemBioChem.２００５,６,７１８-２５.

３）AliM.M.;Oishi,M.;Nagatsugi,F.;Mori,K.;Na-
gasaki,Y.;Kataoka,K.;Sasaki,S.Angew.Chem.Int.

Ed.２００６,４５,３１３６-４０.
ながつぎ ふみ

東北大学多元物質科学研究所
nagatugi@tagen.tohoku.ac.jp

岐阜薬科大学より

現在，私は岐阜薬科大学創薬
化学大講座薬化学研究室の助教
として永澤秀子教授のもとで研
究・教育に従事しております。
今回，本誌の編集委員であり，
著者が大学院時代に御指導頂い
た玉村先生よりニュースレター
での執筆の機会を頂きました。
何について書いても良いとのこ
とでしたので，本誌面をお借り
致しまして，私が今年の４月から着任いたしました研
究室の体制，研究内容について，また，私自身が学生
から助教となって感じたことなどを自己紹介方々述べ
させていただきたいと思います。
岐阜薬科大学は岐阜市の北に位置する大学院研究科

を設置する薬学単科の大学で，学生は一学年１２０名程
度と，私立大学に比べると規模は小さいものの研究面
ではこれまでに６種の新薬を創製した歴史を持つ研究
指向の強い大学です。さて，私の所属する薬化学研究
室は，昨年４月に永澤教授が主任教授として赴任さ
れ，立ち上がった新しい研究室です。現在，スタッフ
は永澤先生，私と嘱託職員を含めた３人で，学生は博
士課程１人，修士課程７人，学部生９人の計２０人で構
成されています。今年配属された学部学生は全員が大
学院への進学を希望しており，他の岐阜薬科大学のな
かでも研究指向の強い学生が集まっていると感じまし
た。
永澤先生を中心とする研究グループでは，低酸素微

小環境（ハイポキシア）を標的とした癌治療薬の開発
を主なテーマとして研究を進めています。低酸素微小
環境とは，細胞増殖を続ける癌細胞の基本的な環境で
あり，これまでに放射線や化学療法に対して抵抗性を
示すことが知られており，癌の完治を妨げる要因とし
て問題視されてきています。Hypoxia-induciblefactor-１
（HIF-１）は低酸素ストレスに応じて活性化される転写
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図６ ハイブリッド形成による選択的な低分子放出の
検出

上田 聡

図５ 遺伝子配列特異的薬物放出システムの概念図



因子でVEGF，bFGF他４０以上の血管新生促進因子の
産生スイッチを入れる『マスタースイッチ』であると
認識されています１）。HIF-１は低酸素で誘導されるαサ
ブユニットと，構成的に発現しているβサブユニット
からなるヘテロ二量体として転写活性を有します。こ
のHIF-１の 転 写 活 性 制 御 に はprorylhydroxylase

（PHD）によるHIF-１αの特定のプロリン残基の水酸
化が重要な役割を果たしています。すなわち，PHDが
細胞内の酸素センサーとして酸素濃度の低下を感知し
てHIF-１シグナル系に伝達する仕組みが明らかにされ
つつあります。HIF-１αは通常の酸素濃度下でも発現
していますがPHDによって酸素依存性分解ドメイン
にある特定のプロリン残基が水酸化されることによっ
てVonHippel-Lindau（pVHL）蛋白質と結合し，ユビ
キチン化されてプロテアソーム分解系に導かれるた
め，その寿命は通常の酸素濃度下では非常に短いもの
になっています。
一方で細胞が低酸素環境に置かれるとPHDは不活

性化するため，HIF-１αが蓄積して核移行し，HIF-１β
とヘテロ二量体を形成して転写活性を発現し，細胞増
殖，血管新生，解糖系，癌転移などに関わる蛋白質群
の発現が亢進します。そのため，今日の腫瘍特異性を
指向した治療法開発においてこのような細胞の低酸素
環境応答に関わるシグナル分子が癌治療の新たな標的
分子として脚光を浴びています。HIF-１の抑制は，理
論的にはVEGFなどの１種類の蛋白質をターゲットに
している現行のアプローチよりさらに強力な血管の生
存阻害療法となるはずです。当研究室ではquinoxaline
をはじめとするヘテロ芳香族のN-oxide体HIF-１α阻
害活性と血管新生阻害活性があることを見出し，これ
ら化合物の誘導体の合成を行いHIF-１α阻害活性や血
管新生阻害活性を評価し，臨床応用可能な薬剤の探索
を行っています。これらの研究において化合物の合成
はもちろん，その活性評価も合成した学生自身が行っ
ており，常に生物側を意識した合成系の研究室といえ
ると思います。
さて，私自身は今年の３月まで京都大学薬学研究科

の藤井信孝教授のもとでペプチド化学，医薬品化学研
究に従事し，学位を取得したばかりです。大学院では
ある程度の主体性を持ちながらも所属研究室の研究を
発展させることが求められましたが，現在は自分自身
の興味によって研究の方向付けをすることができる点
が一番の魅力ではないかと思います。助教というポス

トは新しい研究を企画，立案し研究費を獲得して実行
することが求められ，学生時代以上に自分自身で研究
を動かす意識が必要となり，昨年までとは違った緊張
感と新しいものを生み出す楽しさを感じています。も
ちろんテーマ設定に関しては永澤先生と相談する必要
があり，ある企画はダメ，ある企画は面白そうなので
やってよし，との判断がありますが，独自のアプロー
チを提案し，新しいアイデアを出すということに対し
て貪欲になることができました。こうした経験をする
と論文を読むときや，学会に参加したときにもどこか
に面白いことは転がっていないかと目を光らせて別の
視点からみる深く考えるようになります。自分ならこ
れを試してみるとか自分なりの実験系を組んでみよう
ということにつながります。
また，助教，助手は研究室の雑用が多いのではない

かという心配もありましたが，幸いにも現在の研究室
では嘱託職員の方がほぼ全ての雑事を担ってくれてい
ますので私自身は昨年までとほとんど変わらないペー
スで実験に打ち込むことができる環境です。このよう
な自由に研究ができる環境のなかで，大学院で学んだ
合成の力を使い，ただ単に分子を造るのではなく，そ
れを使うことを意識して意味のあるものを創ることを
心がけて今後の研究を展開したいと考えています。現
在は細胞における興味深い現象に着目し，それを分子
レベルで明らかにするためのプローブを設計し試す実
験を行っていますが，将来のペプチド学会で皆様の前
で発表ができれば幸いに思います。
新しい研究室で周りの先生方の知識や技術を貪欲に

吸収して研究のバックグラウンドを広げるとともに，
やる気のある学生をひとりでも増やして指導すること
ができればと思います。今後ともご指導ご鞭撻のほど
宜しくお願い申し上げます。

参考文献
１）Pouyssegur,J.;Dayan,F.;Mazure,N.M.Nature２００６,

４４１,４３７-４４３.
２）Nagasawa,H.;Mikamo,N.;Nakajima,Y.;Matsumoto,
H.;Uto,Y.;Hori,H.AnticancerRes.２００３,２３,４４２７.

うえだ さとし
岐阜薬科大学創薬化学大講座

薬化学研究室
sueda@gifu-pu.ac.jp
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スクリプス研究所での留学生活を終えて

この度，アメリカ・サンディ
エゴにあるスクリプス研究所で
の研究留学生活を終え，本年８
月より東京医科歯科大学生体材
料工学研究所分子認識分野・玉
村啓和教授の研究室において，
助教に着任致しました。本稿で
は自己紹介を兼ねて，スクリプ
ス研究所での留学生活がどのよ
うなものであったか，また所属
していたCarlosF.Barbas,III教授の研究室で行われ
ている最新の研究内容などを紹介させていただきま
す。

１．サンディエゴ・スクリプス研究所について
サンディエゴはロサンゼルスの南約２００キロのとこ

ろにある人口２００万人ほどの全米では７番目の規模を
持つ都市です。年間を通して，過ごしやすい気候で知
られており，”America’sFinestCity”が歌い文句と
なっています。また，SurfCityとしても知られ，老若
男女問わず，皆がサーフィンを楽しむ環境がありま
す。また，ヨセミテ国立公園やグランドキャニオン国
立公園など多くの国立公園も車で行ける距離にありま
す。
スクリプス研究所は１９９１年に設立された歴史の浅い

研究所ですが，presidentであるRichardLerner博士の
指導のもとで急激な成長を遂げています。特に中心と
なる化学科には世界でも有数のトップサイエンティス
トばかりが名を連ね，世界各国から優秀な人材がポス
ドクとして，また大学院生として集まってきていま
す。研究所の大学院プログラムは全米でも常にトップ
クラスにランキングされており，優秀な学生を集め，
更に優秀な人材へと育てるシステムがうまく働いてい
ると感じます。また，スクリプス研究所の所在する
LaJolla（ラホーヤ）という町は全米でも有数の高級
リゾートとして知られており，海沿いの山の斜面には
値段の想像もつかない豪邸が立ち並んでいます。スク
リプス研究所も隣は来年全米オープンが開催される
TorreyPinesGolfCourseを隔てて大西洋が眺望でき
る丘の上に位置し，UCSD（カリフォルニア大学サン
ディエゴ校），SalkInstitute（ソーク研究所），Burn-
ham Institute（バーナム研究所）といったトップレベ
ルの研究機関が徒歩圏内にあり，周囲の研究機関との
共同研究も盛んに行われています。

２．サンディエゴでの生活について
南カリフォルニアは近年人口の流入が集中してきて

おり，それに伴う地価，物価，家賃の上昇が非常に顕
著です。スクリプス研究所から車で５分程の場所に研
究機関関係者の多く住む地区があり，典型的なポスド
クは日本でいう１LDK程の部屋を借りて生活をしてい
ます。平均的な家賃は１２００ドル程度であり，ますます
上昇する傾向にあります。ビーチまでは車で数分です
ので，週末は気軽にビーチに出かけることもできま
す。また，内陸の方へ１時間ほど車を走らせれば，そ

こは砂漠地帯で，トレッキングやキャンプを楽しむこ
とができます。

３．Barbas研究室，また在籍時の研究について
留学時のボスであったCarlosF.Barbas,III教授は

３０代前半でスクリプス研究所のフルプロフェッサーに
なった俊才で，主な研究テーマとして，有機化学分野
ではプロリン誘導体を用いたオルガノカタリストの開
発に関する研究，分子生物学分野ではファージディス
プレイ法などの分子進化的な手法を用いた触媒抗体に
関する研究や亜鉛フィンガータンパク質に関する研究
など，非常に多岐に渡っています。研究室の構成は，
秘書が１人，ラボマネージャーが１人，ラボアシスタ
ントが２人，ポスドクが１０～１５人，大学院生が３人と
なっています。アメリカの典型的な研究室と同様に人
の入れ替わりが激しく，ポスドクも２～３年の在籍で
職を得て出て行きます。また，ヨーロッパの大学院生
が３ヶ月程の滞在プログラムで在籍することもよくあ
ります。
私は京都大学大学院に在学中に亜鉛フィンガータン

パク質の研究を行っており，また，当時の指導教官で
あった杉浦幸雄先生をBarbas教授が訪ねてきた際に
お会いしたことなどの縁からポスドクとして在籍させ
ていただくことになりました。Barbas研究室では亜鉛
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研究所付近（LaJolla）の目の前に広がる海岸線（上）と
そこから車で１時間のところにあるAnzaBorrego砂漠
（下）の様子



フィンガータンパク質の応用的な研究に一貫して携わ
りました。具体的なプロジェクトとしては，亜鉛フィ
ンガータンパク質を転写調節因子として，任意のゲノ
ム配列に働きかけを行い，標的となる遺伝子のプロ
モーター機能を人工的に制御する研究，亜鉛フィン
ガードメインをDNA結合モチーフとしたDNA組換え
酵素の分子進化的手法を用いた機能の最適化に関する
研究，また，分割型DNAメチレースの機能を亜鉛
フィンガードメインのDNA結合によって制御し，配
列特異的なメチル化を行うことを目的とする研究など
を行いました。ここでは，最近発表したDNAメチル
化に関する研究１）について詳しく述べさせていただき
ます。

４．DNAメチル化酵素の開発について
DNAメチル化はエピジェネティクスに深く関係す

る現象として，また，膨大な遺伝子情報を読み解く鍵
として注目を集めています。ゲノム中に存在する約
７０％の遺伝子配列ではACGTのうちのシトシンがメチ
ル化されています。シトシンがメチル化されることに
より，転写抑制因子群がその配列上で会合し，クロマ
チンの脱アセチル化を促進することで，転写反応の抑
制が行われます２）。メチル化のパターンは細胞が分裂
した後にも，メチル化を修復する酵素の働きによって
保存され，細胞の世代間を越えて，遺伝子の機能発現

の抑制を行えることが大きなメリットとなります。転
写抑制因子を用いた方法や，RNA干渉などではこの
ような長期間に渡って抑制効果を持続することは難し
く，新たな遺伝子機能抑制法として非常に有望視され
ています。DNAメチル化酵素はDNA結合ドメインを
持ち４塩基程度のDNA配列を認識し，メチル化反応
を行います。これまでに報告されている亜鉛フィン
ガーのDNA結合能を利用した融合型DNAメチル化酵
素は酵素ドメインの全長を用いているため，メチル化
酵素固有のDNA結合能による高いバックグラウンド
が問題でした３）。この問題を解決するためにはメチル
化酵素のDNA結合能，メチル化機能をより精密に制
御する必要があり，筆者らはメチル化酵素のドメイン
を二分割した各ドメインを亜鉛フィンガードメインに
融合することでその機能制御を行うことを試みまし
た。二分割された状態ではメチル化酵素は機能せず，
亜鉛フィンガードメインが隣接する標的配列に結合し
た場合にのみ，酵素ドメインの再会合が起こり，その
DNA配列上でのみメチル化反応が起こるという仕組
みです。この手法によって，大腸菌細胞内において
バックグラウンド反応の無い，標的配列でのメチル化
が観察されました。この配列特異的なメチル化反応を
用いることで，任意のゲノム配列に対してメチル化を
行うことによって特定の遺伝子の発現を永久的に抑制
することができるかもしれません。現在は，再会合を
行うメチル化酵素のドメイン配列の分子進化的手法を
用いた最適化を行っており，反応効率の上昇ととも
に，哺乳類細胞内でのメチル化反応への応用を試みて
います。また，メチル化酵素は基質としてS-Adenosyl-
L-methionineを用いており，この基質に化学修飾を行
うことで，DNA配列情報を伝えるタグとして用いる
ことができるので，特定の遺伝子配列を見つける標識
を施す分子としての応用も期待されます４）。DNA塩基
のメチル化はACGTから成る４塩基の配列を読んだだ
けでは読み解けない遺伝子暗号を解く第５の鍵とも言
えるかもしれません。任意のDNA配列をメチル化す
ることのできる酵素の開発は今後のエピジェネティク
ス研究においても重要な役割を果たすと考えておりま
す。
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５．終わりに
サンディエゴ・スクリプス研究所での研究生活は沢

山の各国からの友人とともに送ることができた充実し
たものでした。また，スクリプス研究所が何故，世界
でのトップクラスの研究所へと成長し，その地位を維
持することができるのか，その理由も垣間見ることが
できました。その経験を今後の日本での研究生活にも
活かしていきたいと考えております。今回，このよう
な形で発表の機会を与えていただきました学会の
方々，編集委員の先生方に感謝いたします。また，こ
の研究留学においては三共生命科学研究振興財団のご
支援をいただけたことにこの場をお借りして感謝いた
します。学生時代はペプチド学会に所属しておらず，
全くの新参者ですが，今後の学会活動にも積極的に携
わらせていただきたいと考えております。今後ともど
うぞ宜しくお願い致します。

参考文献
１）Nomura,W.;Barbas,C.F.,III.J.Am.Chem.Soc.２００７,

１２９,８６７６-８６７７.
２）Bird,A.GenesDev.２００２,１６,６-２１.
３）Xu,G.L.;Bestor,T.H.Nat.Genet.１９９７,１７,３７６-８.;
Li,F.;Papworth,M.;Minczuk,M.;Rohde,C.;Zhang,

Y.;Ragozin,S.;Jeltsch,A.NucleicAcidsRes.２００７,３５,
１００-１２.;Smith,A.E.;Ford,K.G.NucleicAcidsRes.
２００７,３５,７４０-５４.

４）Lukinavicius,G.;Lapine,V.;Stasevskij,Z.;Dalhoff,C.;
Weinhold,E.;Klimasauskas,S.J.Am.Chem.Soc.２００７,
１２９,２７５８-９.

のむら わたる
東京医科歯科大学生体材料工学研究所

分子認識分野
nomura.mr@tmd.ac.jp

第40回若手ペプチド夏の勉強会報告

今年で節目の第４０回目を迎え
ました毎年恒例の若手ペプチド
夏の勉強会は，平成１９年８月５
日から７日にかけて北海道小樽
市おたる自然の村・おこばち山
荘にて開催されました。今回は
北海道大学大学院理学研究
院 化学部門生物化学研究室
（坂口研究室）がお世話させて
いただきました。無事に会を終
えることができましたので，世話人を代表して報告さ
せていただきます。
本年度の開催にあたっては，地理的に遠い北海道で

行われたにもかかわらず各研究室の皆様のご協力のも
と全国から２４研究室８８名（特別講演の先生方を除く）
もの参加者が集いました。これまでペプチド学会や夏
の勉強会に参加していなかった物理化学や農学系を専
門とする複数の研究室からも参加申し込みがあり，ポ
スター発表ならびに一般講演にて研究紹介をしてもら
いました。これまで聞く機会がなかった異分野の研究

兼
献
献献
献
験

券
献
献献
献
鹸

室の発表に対して，多くの参加者が興味深く耳を傾
け，新鮮で活発なdiscussionができていたようです。
さて，講演プログラムに関しましては，３日間で特

別講演５件，留学体験記発表１件，一般講演１０件，ポ
スター発表２３件が行われ，充実したスケジュールとな
りました。特別講演および留学体験記の演者のお名前
と演題を表１に紹介させていただきます。今回の特別
講演ではChemicalBiologyや医学，工学などの幅広い
分野の方々に最前線の研究内容について講演・発表を
していただきましたが，各先生方が非常に丁寧なin-
troductionを行ってくださり，参加者のほとんどを占
める大学院生にとっても非常にわかりやすい講演とな
りました。また，保住先生および瀧先生からは，自身
の研究内容だけでなく，研究における苦悩から研究室
の選び方にいたるまでこれまでのご自身の経験に基づ
いたお話を聞くことができました。今後の研究生活に
対するアドバイスも多分に含んだこのような講演は，
これから研究者として独り立ちしていこうとしている
大学院生にとっては非常に貴重な講演となったに違い
ありません。また最終日の朝一番のセッションでは，
企業セミナーとして伊沢光彦氏（メルク株式会社）に
「Novabiochemが提供するCrude純度向上方法」とい
う演題でペプチド合成法ならびに精製に対するbreak
throughについて紹介してもらいました。一般講演に
関しましては，吉田莉奈子さん（佐賀大学・BC４）か
ら中村浩蔵先生（信州大学・准教授）まで幅広い世代
の方々に発表していただきました。
特に今回はこれらすべての特別講演と一般講演の座

長を大学院生に行ってもらいました。座長を大学院生
が行うことはこれまでの勉強会でも随時行われており
ましたが，なるべく多くの大学院生にこのような機会
を与えることが出来たことは，非常に良かったと思い
ます。実際に座長を行った方々から，良い経験になっ
たとの報告を受けました。初日の夜に行われたポス
ター発表では当初２時間の予定でしたが，議論が白熱
し夜中の１時くらいまで盛り上がって討論する場面も
見られました。
今回は会場を貸しきっていたこともあり，時間を気

にせず自由に会場を使用できたことも，活発な討論な
らびに他大学の学生間の交流に役立っていたのではな
いでしょうか。ポスターは最終日の朝まで掲示しても
らい，初日に話を聞くことが出来なかった人たちも，
本人を見つけて質問している場面も見受けられまし
た。本勉強会の最も重要な役割の一つとして，若手研
究者の親睦を図ることがあります。今回準備したアル
コールの消費量，ならびにほとんどの参加者が連日朝
方４時くらいまで起きていたことを考えますと，今回
の勉強会は同世代の交流という点に関しましては，十
分に役目を果たしたのではないかと考えております。
（ちなみに，つぶれて翌日の講演会に参加不能になっ
た参加者はおりませんでした。）
最終日には参加者の投票で選ばれる若手研究者への

表彰があり，一般講演部門優秀賞には岩崎崇さん（筑
波大学D１），ポスター発表部門優秀賞には同じく岩崎
崇さん（筑波大学D１）ならびに岡田浩幸さん（九州大
学D１），学生討論部門優秀賞には岡田琢磨さん（京都
大学 D３）がそれぞれ選出されました。また，BC４で
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一般講演した吉田莉奈子さん（佐賀大学）もかなりの
票があったことは特筆すべきであり，今後もBC４や修
士の学生が積極的に発表し，勉強会を盛り上げてくれ
ることを切に願っております。今回受賞された方々に
は，今後の益々のご活躍を期待しています。
今回の勉強会では連日活発な交流がなされてきまし

たが，会期を通じてぐずついた天気であったことが少
し残念でした。しかしながら，懇親会の際には雨も上
がり，無事バーベキューを楽しむことができました。
今回，自由討論のときに準備した地元小樽ワイン，夕
張メロン，バーベキューでの北海道の海の幸やジンギ
スカンなどにより，少しは北海道らしさを感じていた
だけたのであれば，世話人としてうれしい限りです。

幹事会では例年議題に上がっている日程について話し
合われました。ここ数年基本的に２泊３日のスケ
ジュールで勉強会を開催しておりますが，今後もこの
流れで開催していくこととなりました。また，近年の
特許申請等に関わる問題として勉強会への参加・発表
に関する守秘義務の徹底についても話し合われ，今後
の具体的な取り組みについて検討後，詰めていくこと
となりました。来年度（第４１回若手ペプチド夏の勉強
会）は京都大学化学研究所の中瀬生彦先生と京都大学
大学院薬学研究科薬品機能解析分野の矢野義明先生が
共同で平成２０年８月３日より京都にて開催されること
も決定いたしました。また，開催最終日の総合討論に
おいてこれまで若手の会代表者を務めておられた佐藤
孝先生（佐賀大学）が退任され，新しい代表者として
中村浩蔵先生（信州大学）が選出されました。今後中
村先生が代表として，若手の会のとりまとめと体外的
な連絡を行なっていただくこととなりました。
今年でペプチド夏の勉強会は４０回目を迎えました

が，これまで先輩方が培ってきた自由に討論・議論で
きる場，および切磋琢磨できる場としての位置づけを
しっかり維持することが，今後のペプチド科学の分野
の発展に貢献していけることと考えております。ま
た，近年ペプチドの研究分野は医学・薬学・農学のバ
イオサイエンス分野のみならずナノ材料としても注目
を浴びてきています。今回複数の新規の研究室から参
加していただきましたが，積極的に新たな参加者を
募っていくことは，勉強会自身の活性化にも繋がり，
ひいてはペプチド科学の分野全般の発展にも繋がって
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いけるのではないでしょうか。今後も若手ペプチド夏
の勉強会がペプチド科学に携わる若手研究者の親睦・
レベルアップに寄与していければと考えております。
最後になりましたが，本勉強会は主催のペプチド学

会から運営費の一部を補助していただき，また北海道
大学大学院理学院化学専攻の「魅力ある大学院教育イ
ニシアティブ（高邁なる大志を抱いたT型化学者養
成）」からの後援により，会を運営させていただきま
した。今回の勉強会に参加された方々，ならびに日本
ペプチド学会をはじめ，ご協力，ご援助を頂戴した皆
様方に心から感謝いたします。

ちゅうまん よしろう
北海道大学大学院理学研究院化学部門

chuman@sci.hokudai.ac.jp

20thAmericanPeptideSymposiumへの
参加報告

去る２００７年６月２３-３０日，カ
ナダ・モントリオールにあ
るPalaisdesCongrésにて２０th
American Peptide Symposium
（２０thAPS）が 開 催 さ れ ま
し た。本 シ ン ポ ジ ウ ム で
は，UniversityofSherbrookeの
EmanuelEscher先生とUniver-
sityofMontrealの William D.
Lubell先生がchairを務められました。

開催地であるカナダ・ケベック州に属するモントリ
オールは，カナダの東側，アメリカ国境近くに位置
し，ケベック州最大の都市であると同時に，トロント
に次ぐカナダ第二の都市でもあります。フランス系の
住民が大半を占め，英語よりもフランス語の方が多く
耳にするフランス文化が色濃く残る街です。モントリ
オールはセントローレンス地方に属し，この地方の冬
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は降雪量が多く，夏は他の地域に比べて長く，湿度が
高いという比較的温和な気候の地域です。実際，モン
トリオールに着いてみると予想以上に暖かく，「カナ
ダ＝寒い国」というイメージを持っていた私には意外
でした。治安も比較的良好で，カナダでは初めての銀
行や商社ができるなど，今ではフランス語系の都市と
してはフランスのパリについで世界第二の国際都市で
す。また，カナダの総合大学は，その教授内容と研究
の質の高さで国際的に知られており，カナダ最古の大
学であるマギル大学はその研究レベルの高さで世界的
に有名です。さらに，昔ながらの街並みを残した旧市
街や，素晴らしい紅葉を堪能できるメープル街道，ナ
イトライフを楽しめるカジノ・ドュ・モントリオール
（CasinodeMontreal）など様々な魅力的な観光スポッ
トがあり，毎年多くの観光客が訪れています。
さて，本シンポジウムは毎年３０カ国を超える国から

１０００人余りの参加者が集う非常に大きな学会であり，
今回も多くの口頭発表・ポスター発表が行われまし
た。日本からも多くの方々が参加しておられ，口頭発
表やポスター発表で海外の研究者の方と精力的に討論
している姿が見受けられました。このような国際舞台
で，日本の先生方が海外の研究者の方と対等に討論し
ておられるのを目の当たりにすると，世界の研究にお
ける日本の存在感を実感すると共に，海外の研究に引
けをとらない日本の研究レベル高さを感じました。
口頭発表のセッショントピックスは，（１）Library
GenerationAnalysisandCombinatorialChemistry:A
Session dedicatedtoBruceMerrifield,（２）Folding,
Recognition,andCatalysis,（３）Peptide,Protein,and
PeptidomimeticSynthesishonoringRalphHirschmann,
（４）Peptide Materials Science,（５）Peptides for
Youth,UnmetMedicalNeedsofTomorrow,（６）Pep-
tidesandMembraneProteins,（７）PeptidesandIm-
munity,（８）Peptides and Infectious Disease,（９）
PeptideLeadstotheDrugsofTomorrow,（１０）Pep-
tidesasDiagnostics,Probes,andBiomarkers,（１１）
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Workshop:Production and Formulation ofPeptide
Drugs,（１２）Workshop:Delivery:Peptide Drug to
PhysiologicalTarget,（１３）Proteomicsの１３のテーマに
分かれており，テーマ毎に毎日朝の８時から発表が行
われました。今回の学会のサブテーマが「Peptidefor
Youth」という事もあり，多くのYoungInvestigatorの
方々が発表されていました。中でも印象に残った発表
は，InstituteofBiomaterials& AppliedBiomedical
Engineering,UniversityofTrontoのM.S.Shoichet先
生 の「PeptideModificationofBiomaterialsEnhanced
CellularInteractionsandGuidance」という発表です。
私自身は生物系の実験を行っており，当研究室では細
胞外マトリックスの役割を担うPeptideMaterialsの研
究を行っているので，PeptideMaterialsSciencesのト
ピックスはどの発表もとても興味深かったです。どの
マテリアルもとても独創的で，一口にPeptideMateri-
alsと言ってもいろいろな切り口・使い方があるのだ
なと勉強になりました。
ポスターセッションは，水曜の夕方と金曜の昼に行

われました。広い会場には多くの研究者の方々が集ま
り，ポスターの前では活発な意見交換が行われていま
した。みなさんとてもフランクな雰囲気でお話してい
て，日本の学会とはまた違う雰囲気だなと感じまし
た。私 も 今 回，「CyclicPeptideAnalogsofLaminin
ActiveSequencesEnhancetheBiologicalActivity」と
いうテーマでポスター発表させて頂きました。慣れな
い英語と国際学会の雰囲気に飲まれそうになりながら
も，なんとか外国の研究者の方から色々な興味深い意

見を聞くことができました。その際，ドイツの
TechnischeUniversitatMunichInstituteofOrganic
Chemistry & Biochemistry Garchingの Professor
HorstKesslerとお話しする機会があり，自分の研究
に対する色々なアドバイスや意見を聞くことができ，
とても貴重な経験ができたと感じています。
今回，２０thAPSに参加させていただき，海外の国

際学会の独特な雰囲気を直に感じることができ，日本
の国際学会では経験できない多くの貴重な経験をさせ
て頂いたと感じています。私は生物系の研究を主に
行っているので，有機系の発表を英語で聞くのはとて
も難しいものがありました。しかし，自分の研究とは
異なる分野の発表はとても興味深く，有機化学・ペプ
チドの面白さ・可能性というものを改めて感じまし
た。また滞在中，普段であれば会う機会の無い日本人
研究者やポスドク，学生の方々にはとても親しくして
頂きました。この場を借りてお礼申し上げます。
次回のAPSは，カリフォルニアのサンディエゴに場

所を移して開催されます。最後になりましたが，今回
のシンポジウム参加は日本ペプチド学会の若手研究者
参加支援事業の助成によるものであり，学会役員およ
び選考委員会の先生方には心より御礼申し上げます。

たかき しゅう
東京薬科大学大学院薬学研究科
y021134@educ.ps.toyaku.ac.jp

【学会より】

７月１３日，本学会理事（元会
長）岡田芳男先生が神戸学院大
学学長に就任されました。な
お，任期は２００７年７月１３日～
２０１０年７月１２日の３年間です。

兼
献
献
元験

券
献
献
元鹸
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日本ペプチド学会市民フォーラム2007
「健康を守り，生命を支えるアミノ酸・ペプチド」

主 催 日本ペプチド学会
後 援 富山市
場 所 富山国際会議場 多目的会議室
日 時 平成１９年１１月１０日午後１時から４時
参 加 費 無料（直接会場へお越しください）
講 演
●１３：００-１３：１０
ペプチド市民フォーラム開催にあたって
京都薬科大学 教授 日本ペプチド学会会長

木曽良明
●１３：１０-１３：５０
アミノ酸・ペプチド・タンパク質：生命を支える主
役達
富山大学工学部 准教授 小野 慎

●１３：５０-１４：３０
創薬とペプチド
富山化学（株）創薬基盤研究所 主幹研究員

高倉忠和
●１４：３０-１５：１０
コーヒーブレイクとポスター展示
北海道大学 河野敬一研究室，味の素株式会社ア
ミノサイエンス研究所，富山大学 小野慎研究
室，富山大学 水口峰之研究室，北陸大学 佐倉
直樹研究室，京都薬科大学 木曽良明研究室，
（財）サントリー・生物有機科学研究所，大阪大
学 相本三郎研究室，九州大学 下東康幸研究室

●１５：１０-１５：５０
アミノ酸・ペプチドと機能性食品
味の素株式会社 アミノサイエンス研究所 顧問

井澤邦輔
●１５：５０-１６：００
おわりに
大阪大学蛋白質研究所 教授

日本ペプチド学会副会長 相本三郎
問合せ先
小野 慎
富山大学工学部物質生命システム工学科
〒９３０-８５５５ 富山市五福３１９０
TEL＆FAX：０７６-４４５-６８４５
E-mail:shinono@eng.u-toyama.ac.jp

平成１９年度日本ペプチド学会通常総会
開催のお知らせ

平成１９年度の通常総会を下記の通り開催致します。
会員各位は万障お繰り合わせの上是非ともご出席くだ
さいますようお願い申し上げます。ご欠席の場合は，
１０月中旬にお送りいたしますはがき委任状に，ご署名
ご捺印のうえ，学会事務局までお送り下さい。

記

日 時：平成１９年１１月８日（木）１３時１０分から
場 所：富山国際会議場メインホール

Ⅰ．議 事
１）第一号議案 日本ペプチド学会平成１８年度決算に

ついて
２）第二号議案 日本ペプチド学会平成１９年度予算に

ついて

Ⅱ．報告事項
１）平成１９年度学会賞および奨励賞の選考経過
２）日本ペプチド学会からの報告

Ⅲ．その他
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